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１．はじめに

秋池　本日のテーマには一つの答えがある訳では
ないため、この議論において多様な意見があるこ

とを感じていただければと思っている。グローバ

リゼーションには、大航海時代のようなものもあ

れば、1980年代から近年までのようなフェーズ

もある。この数年間は保護主義が台頭してきてお

り、今後、各国の政治的な動きを含めて一体どう

なっていくのかが問われているように思う。本日

の講演でも「グローバリゼーションは死なず」と

いったことが語られていた。グローバリゼーショ

ンがどのように変わっていくのかをこのパネルデ

ィスカッションのテーマとする。

　この数年は自由貿易を促すルールよりは、規制

するルールが多く作られているようだ。人件費が

高騰する中で、製造業の生産拠点はどうあるべき

かという問題もある。昨今では、グローバリゼー

ションが幾つかの種類に分かれてきているのが鮮

明化してきたが故に、議論が難しくなっていると

いう面もある。例えば、製造業の会社が、調達や

生産の場をどこにして、どこを市場にするのかを
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